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１．平成25年2月期第１四半期の連結業績（平成24年3月1日～平成24年5月31日）

（１）連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

 25年2月期第１四半期 7,099 △5.6 870 △25.7 911 △25.5 409 86.8

 24年2月期第１四半期 7,520 1.1 1,171 21.6 1,224 23.4 219 △53.8

(注) 包括利益 25年2月期第１四半期 603百万円(―％) 24年2月期第１四半期 48百万円(―％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

 25年2月期第１四半期 7 39 ―

 24年2月期第１四半期 3 96 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

 25年2月期第１四半期 51,116 38,900 61.3

 24年2月期 50,333 38,734 62.1

(参考) 自己資本 25年2月期第１四半期 31,328百万円 24年2月期 31,268百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

 24年2月期 ― 5 00 ― 7 00 12 00

 25年2月期 ―

 25年2月期(予想) 5 00 ― 5 00 10 00

３．平成25年2月期の連結業績予想（平成24年3月1日～平成25年2月28日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 12,500 △6.4 1,100 △32.5 1,150 △33.2 550 △2.7 9 92

通期 25,500 △1.6 2,450 △12.8 2,550 △11.8 1,200 9.4 21 64



  

 

 

 
  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期

決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了してお

ります。 

  

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合

理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可

能性があります。なお、業績予想に関する事項については、添付資料３ページ「連結業績予想に関す

る定性的情報」をご覧ください。 

  

  

４．その他

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 25年2月期1Ｑ 55,688,795株 24年2月期 55,688,795株

② 期末自己株式数 25年2月期1Ｑ 245,507株 24年2月期 245,493株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年2月期1Ｑ 55,443,291株 24年2月期1Ｑ 55,464,611株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第１四半期連結累計期間（自平成24年３月１日 至平成24年５月31日）におけるわが国経済は、企

業収益や民間設備投資に持ち直しの動きが見られたものの、欧州の金融不安や電力供給に対する懸念な

ど、先行き不透明な状況で推移いたしました。 

 このような状況の中で、当社グループは各事業がそれぞれ業績の向上に努めました結果、当第１四半

期連結累計期間の営業収入は70億９千９百万円（前年同期比5.6％減）、営業利益は８億７千万円（前

年同期比25.7％減）、経常利益は９億１千１百万円（前年同期比25.5％減）、四半期純利益は特別損失

の減少もあり４億９百万円（前年同期比86.8％増）となりました。 

  

以下セグメント別の業績は次の通りであります。（業績については、セグメント間の内部売上高等を

含めて記載しております。） 

（不 動 産 事 業） 

 不動産事業は、都心におけるオフィスの新規供給の影響等により空室率の高止まり傾向が続き、賃料

水準も弱含みで推移する状況の中、渋谷東宝ビル別館跡地に近隣地権者との一体開発により建築を進め

ておりました「渋谷ヒカリエ」が本年４月に竣工稼働するなど積極的な営業活動を展開いたしました結

果、当事業の売上高は15億８千１百万円（前年同期比3.0％増）、セグメント利益は６億６千７百万円

（前年同期比9.3％減）となりました。 

（飲 食 事 業） 

 飲食事業におきましては、消費者の節約志向や外食を控える傾向が続く中、消費者ニーズに対応した

商品の開発、接客サービスの向上やコストの削減等に努めました結果、当事業の売上高は８億３千８百

万円（前年同期比13.1％増）、セグメント利益は３千３百万円（前年同期比119.3％増）となりまし

た。当第１四半期連結会計期間末現在の店舗数は、同累計期間中「パパイヤリーフ東京 渋谷ヒカリエ

店」のオープンにより38店舗であります。 

（道 路 事 業） 

 道路事業は、公共事業費の抑制傾向が続き、工事発注件数の減少等に伴う企業間競争が一層激化する

など、依然として厳しい状況の中、各地区にわたり、道路の維持・清掃及び補修工事の受注並びに追加

工事等の確保に努めましたが、当事業の売上高は40億９千４百万円（前年同期比11.9％減）、セグメン

ト利益は４億７千２百万円（前年同期比36.4％減）となりました。 

（その他の事業） 

 物販事業につきましては、劇場内売店における売上げの向上並びに高速道路内売店への飲食物品等の

販売に努め売上高は前年同期比微増、映画興行及びマリーナ事業は全体的に順調に推移し、両事業とも

に前年同期比増収となりました。介護付有料老人ホーム「ＳＯＬ星が丘」を運営する介護事業は入居者

の獲得に努めましたが売上高は前年同期を下回り、また保険事業は長期契約の減少により前年同期比減

収となりました。 

  この結果、当事業全体の売上高は８億３千９百万円（前年同期比0.9％増）となり、セグメント利益

は１百万円（前年同期比８百万円の改善）となりました。  

  

以上の営業収入合計額73億５千４百万円よりセグメント間の内部売上高等２億５千５百万円を控除し

た額が前記営業収入となっております。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、現金及び預金、有形固定資産、投資有価証券の増

加、受取手形及び売掛金の減少等により前連結会計年度末に比べ７億８千２百万円増加し511億１千６

百万円となりました。 

負債合計は、前連結会計年度末に比べ６億１千６百万円増加し122億１千６百万円となりました。こ

れは主として長期預り保証金の増加等によるものであります。 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ１億６千６百万円増加し389億円となりました。これは主と

して利益剰余金、その他有価証券評価差額金及び少数株主持分の増加等によるものであります。 

  

連結業績予想につきましては、平成24年４月16日発表の予想から変更はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上

の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上

の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月

４日）を適用しております。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）追加情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年２月29日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年５月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,777,655 7,376,768

受取手形及び売掛金 3,108,389 2,003,688

有価証券 3,404,822 3,288,498

未成工事支出金 159,518 160,723

短期貸付金 2,725,000 2,726,760

その他 890,654 965,775

貸倒引当金 △76,040 △83,489

流動資産合計 15,989,999 16,438,724

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 11,763,036 13,265,033

土地 14,938,478 14,960,884

その他（純額） 2,180,110 918,947

有形固定資産合計 28,881,626 29,144,864

無形固定資産 175,278 165,945

投資その他の資産   

投資有価証券 2,971,656 3,080,663

差入保証金 1,489,776 1,489,702

その他 882,477 852,752

貸倒引当金 △57,484 △56,399

投資その他の資産合計 5,286,425 5,366,718

固定資産合計 34,343,329 34,677,528

資産合計 50,333,328 51,116,252
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年２月29日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年５月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,276,143 1,266,692

未払法人税等 662,608 416,319

賞与引当金 105,194 133,568

その他 1,720,359 2,388,263

流動負債合計 3,764,304 4,204,843

固定負債   

退職給付引当金 649,283 633,937

資産除去債務 457,058 459,670

長期預り保証金 6,075,824 6,304,517

その他 652,815 613,180

固定負債合計 7,834,982 8,011,306

負債合計 11,599,286 12,216,149

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,796,907 2,796,907

資本剰余金 2,141,297 2,141,297

利益剰余金 25,439,237 25,461,017

自己株式 △120,326 △120,334

株主資本合計 30,257,116 30,278,889

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,011,101 1,050,075

その他の包括利益累計額合計 1,011,101 1,050,075

少数株主持分 7,465,824 7,571,138

純資産合計 38,734,042 38,900,103

負債純資産合計 50,333,328 51,116,252
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年５月31日) 

営業収入 7,520,868 7,099,179

営業費用 5,839,889 5,732,352

営業総利益 1,680,978 1,366,827

一般管理費 509,088 496,424

営業利益 1,171,889 870,402

営業外収益   

受取利息 3,570 2,830

受取配当金 10,068 13,415

デリバティブ評価益 29,052 20,116

その他 10,477 7,711

営業外収益合計 53,168 44,072

営業外費用   

支払利息 443 346

貸倒引当金繰入額 － 1,412

固定資産除売却損 319 －

その他 128 935

営業外費用合計 891 2,694

経常利益 1,224,167 911,780

特別利益   

補助金収入 39,911 14,931

投資有価証券売却益 － 8,863

受取補償金 18,093 －

貸倒引当金戻入額 4,835 －

その他 － 5,176

特別利益合計 62,840 28,971

特別損失   

投資有価証券評価損 － 9,465

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 367,837 －

その他 131,238 －

特別損失合計 499,076 9,465

税金等調整前四半期純利益 787,930 931,286

法人税、住民税及び事業税 647,108 417,727

法人税等調整額 △119,723 △49,983

法人税等合計 527,384 367,743

少数株主損益調整前四半期純利益 260,546 563,542

少数株主利益 41,079 153,659

四半期純利益 219,466 409,883
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 四半期連結包括利益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年５月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 260,546 563,542

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △219,328 49,299

持分法適用会社に対する持分相当額 7,347 △9,803

その他の包括利益合計 △211,980 39,496

四半期包括利益 48,565 603,039

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 8,092 448,858

少数株主に係る四半期包括利益 40,473 154,180
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該当事項はありません。 

  

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年５月31日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １. 「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物販事業、介護事業、マ

リーナ事業、映画興行、保険事業を含んでおります。 

２. セグメント利益又は損失（△）の調整額△314,709千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用

△315,709千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない連結財務諸表提出会社

及び連結子会社であるスバル興業㈱の総務、経理等管理部門にかかる費用であります。 

３. セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年３月１日  至  平成24年５月31日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １. 「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物販事業、介護事業、マ

リーナ事業、映画興行、保険事業を含んでおります。 

２. セグメント利益の調整額△303,904千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△305,429千円が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない連結財務諸表提出会社及び連結子会社で

あるスバル興業㈱の総務、経理等管理部門にかかる費用であります。 

３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

該当事項はありません。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

(単位：千円)

報告セグメント その他
の事業 
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３

不動産 
事業

飲食 
事業

道路
事業

計

売上高

  外部顧客への売上高 1,467,783 741,462 4,647,169 6,856,415 664,452 7,520,868 ― 7,520,868

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

68,251 ― ― 68,251 167,184 235,435 △235,435 ―

計 1,536,034 741,462 4,647,169 6,924,666 831,637 7,756,303 △235,435 7,520,868

セグメント利益 
又は損失（△）

735,930 15,167 742,279 1,493,377 △6,777 1,486,599 △314,709 1,171,889

(単位：千円)

報告セグメント その他
の事業 
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３

不動産 
事業

飲食 
事業

道路
事業

計

売上高

  外部顧客への売上高 1,513,464 838,834 4,094,928 6,447,227 651,951 7,099,179 ― 7,099,179

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

67,950 ― ― 67,950 187,473 255,423 △255,423 ―

計 1,581,415 838,834 4,094,928 6,515,178 839,425 7,354,603 △255,423 7,099,179

セグメント利益 667,690 33,268 472,017 1,172,976 1,330 1,174,307 △303,904 870,402

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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